


























































































































































































































































９７０年） と平成４年 （１９９２年）である。両方とも経済のあり方を反省し、切り替え 分岐の年である。　
昭和
45年（１９７０年）は日本全
体が転換の年であった。それまで経済成長のあり方を反省し、高度長から安定成長へと転換し 「モーレツからビューティフルへ」である。平成４年（１９９２年）はバブル崩壊という経済の転機 あった。それらの転換点のあとには価値観の転換を決定づける出来事が起きた。
70年
代にはオイルショックに狂乱物価、
90年代には阪神淡路大震災とオウム
真理教事件である。このよう
70年
代と
90年代の死者減少は経済と価値
の転換を背景とする。　
ただし両者の間に若干違いもある。
　
自動車メーカーは排ガスの技術開
発に成功したが、その技術を消費者へのセールスの柱とはしなかった。
